
 
 
 
１．共同研究の目的 

合流改善対策技術として普及している高速ろ過システムは、従来の最初沈殿池と比較して、単

位面積あたりの処理水量が大きい、夾雑物や浮遊物質（SS）の除去率が高いなどの特長を有す

る。そこで、高速ろ過システムを最初沈殿池の代替として用いることにより、省面積化による建

設コスト削減や既存施設の処理能力増強などの効果が期待できる。 

本共同研究では、名古屋市の分流式下水処理場内に実験プラントを設置し、年間を通じた連続

運転を行うことにより、最初沈殿池代替としての高速ろ過システムの適用性や、分流式下水処理

場における雨天時の一時的な水量増加対応への有効性などについて検証し、最初沈殿池代替技術

として確立することを目的とする。 

 

2．共同研究の期間 

  平成 30 年 12 月 28 日～令和 3 年 3 月 31 日 

 

3．共同研究の概要 

（１）基本構造と原理 

  高速ろ過システムの基本構造と原理を図１に示す。 

浮上性ろ材を充填させたろ過層により上向流式ろ過を行う。ろ抗の上昇を検知することで、

下部に設けたバルブ（洗浄排水弁）を開き水位差によって下降流を発生させて洗浄を行い、安

定したろ過を継続する。 

 
図１ 高速ろ過システムの基本構造と原理 
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（２）実験プラント 

最初沈殿池を高速ろ過システムに代えた実験系、従来の最初沈殿池を用いた対照系の 2 系列

の標準活性汚泥法の実験プラント（処理能力：64m3/日×2 系列）を用いて、年間を通じた連続

運転を行い、以下の項目について検証する。 

① 高速ろ過システムによる水処理への影響 

  （同一 HRT での処理水質、最終沈殿池での固液分離性能、汚泥発生量などの比較） 

② 反応タンク流入負荷軽減による処理能力増強 

  （実験系反応タンクの HRT を短縮し、処理水質などを対照系と比較） 

③ 高速ろ過システムの処理性能 

  （ろ過速度を変化させ、晴天時におけるろ過速度と SS 除去率の関係などを把握） 

④ 高速ろ過システムによる雨天時水量増加対応 

  （雨天時に流入水量を増加させ、実験系と対照系の処理水質などを比較） 

 

 

図２ 実験プラントの概略フローおよび外観全景 
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